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　 タ ナ ト ス 　
への誘いに魅惑されている。「もう痛みは
感じない」あの無の空間に。
　田口ランディの『キュア』（2010）は、シャー
マンに血をひくが、癌に犯された外科医が生
を考える作品である（20）。自傷癖のある恋人に、
外科医が「手首を切るときって、どういう感
じだったんだ」と尋ねる。「うーん。血を抜
くのが楽しかったっていうか」という少女は、
「血がきれいだったから。なんか真っ赤で。
それがガラス瓶に貯まっていくと、自分の分
身みたいな気がした。これが私の中から出て
きたのか…って。それを確認したかったのか
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た。じんじんと体の芯を震えさせる痛みが、
もうすでに心地よかった。アマとセックスを
しながら、目を閉じてシバさんの事を思い出
した。神の特権…上等だ。私が神になってや
る」［19］と、痛みを把握して神のように自分
の身体を変えることを試みている。
　「俺お前の顔見てるとＳの血が騒ぐんだ」
というシバと、「わたしＭだから。オーラ出て
んのかな」［16］というルイは、ベルトで手足
を縛ったり、首を絞めたりするＳＭ的セック
スをする。「その終わりは地獄からの解放の
ようでも、天国からの追放のようでもあった」
［41］とルイはいう。鷲田精一は、ピアスを「一
つ穴を開けるたびごとに自我がころがり落ち
てどんどん軽くなる」と、親から与えられた
身体を傷つけ、アイデンティティの檻から自
分を解放する儀礼だと読み解くが（22）、ルイに
とって、ピアッシングという行為とセックス
という行為は、痛みを軸とした単なる同じ行
為でしかない。「ガチャ、という音と共に、
全身に戦慄が走った。イク時なんかよりも
ずっと強烈な戦慄に、私は鳥肌を立ててヒ
クッと短く痙攣した。胃に力が入り、それと
共に何故か膣にも力が入った。エクスタシー
と同じように、陰部全体が痺れた。パシッと
いう音と共にピアスはピアッサーから離れ、
自由になった私は顔を歪めて舌を口の中に戻
した」［13］。
　金原ひとみの文学では、快楽と苦痛という
二項が、対立ではなく混在している。『アッ
シュベイビー』（2004）で小児性愛者のホク
トと暮らすアヤは、指の美しい村野に恋して
いる（23）。「ＭっちゃＭだけど」［88］というア
ヤは太腿にナイフで傷をつくっている。村野
とセックスをする時にその傷は性器となる。
「村野さんはまた傷を指で押さえた…ああ痛
いけど、世界が痛い、すごくリアルです」と
いう祐一郎に、「そうよ、痛いのよ。それが世
界よ」とナオミは答えるのだ［283］。いくぶ
ん図式的だが、医学で否定的に抹殺されてき
た痛みをＳＭを通して取り戻すことで、祐一
郎は喪失の痛みを受け入れたのではないか。
それゆえ、「僕がすべきことは真利江を死者と
して葬ることだ。十五年間家族の妄想の中で
生かされ続けていた真利江を葬ることだ」と
彼は言えるのである［325-6］。
　アンテナが何かとつながり受信するように、
ＳＭを通じ祐一郎の分断された精神と肉体が
つながった。喪失の重要性について田口ラン
ディはあとがきで書いている。「喪の時間と
いうのは、ほんとうは甘い時間なのかもしれ
ない…人間は喪失がないとやりきれない。
失ったことへの痛みは、どこかで自己の存在
の意味と繋がっている。喪失感すらなければ、
人が生きてここに存在した痛みがなくなって
しまうだろう」［377-8］。痛みと共に彼は失っ
ていた喪失を取り戻す。「祐一郎は、たぶん
喪失したかったんだろう。きっちりと。生き
ているか、死んでいるか、ではなくて、喪失
したかったのだ。そして、その結果として訪
れる喪失感のなかに、真利江を確かめたかっ
たのでないか」［379］と示唆するのである。
　ＳＭと痛みを痛烈に描く若手作家に金原ひ
とみがいる。『蛇にピアス』（2004）で、パン
クであるアマの恋人ルイは、彫師シバにスプ
リットタンと刺青を施してもらっている（21）。
舌にピアスを少しずつ挿入し穴を拡張し、蛇
のように割れた舌をつくっているのだ。シバ
は「人の形を変えるのは、神だけに与えられ
た特権だ」［14］とスプリットタンに否定的だ
が、初めて舌にピアスを入れた後、ルイは「（ア
マが）あの蛇舌で私の舌のピアスを舐め回し
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成長もなくただただ喪失があるだけだ。これ
こそ、祐一郎の言葉を使えば、「世界が痛い、
すごくリアルです」ということだろう。水を
飲むと「私の中に川が出来たの」［113］とル
イは告白するが、「川が出来た」というのは、
鷲田のいうように自我がころがり落ちて身軽
になることではない。裂け目が統合されるど
ころか、自我が流出してゆくだけだ。ルイと
シバはどうなるのか、解釈に「穴」を残した
ままテクストは閉じられる。
最後に　ご主人様をさがして
　格差社会の到来と共に「勝ち組/負け組み」
が囁かれ、「支配する/支配される」という関
係がパラダイムとして浮上するにつれ、Ｓか
Ｍかという分類が使われ始めた。そして、Ｓ
Ｍは異常の一言で片付けることのできない、
西洋と日本の違いを表す文化の一部であるこ
とを見てきた。女性の虐待だと批判されるＳ
Ｍだが、擬似的死と再生の儀式でもあり、時
に「支配する/支配される」という二項対立
を曖昧にし、従来の関係を覆す可能性も含ま
れている。他者に痛みを課すのがＳＭだが、
これまで痛みを抹殺してきた反動で、現代は
痛みを取り戻そうとしている。痛みはじつは
甘美なのである。多くの小説や映画はそう教
えてくれる。こうしたＳＭは、現代の巧妙な
支配体制に比べれば、じつに明白である。
　慧眼にも、大屋雄裕は、アマゾンのマーケッ
トサービスを「現代の新たなる奴隷制度」と
呼んだ（24）。過去の購入データから買い手の嗜
好に合ったものを推薦し、「この本を買った人
の何パーセントがこの本を買っています」と
いうシステムでは、我々は唯一無二の「私」
ではなく、同じように行動する「私たち」と
いう類の一部として扱われる。「あなたはこ
い。気持ちいい。痛い痛い。気持ちいい。け
ど、痛い。やっぱ痛い。すごく痛い。ああ、
痛い。痛い。よく見ると村野さんは親指を傷
に食い込ませていた。一センチほど、傷口を
割って親指が入っていた。私の天井が、崩壊
を始めた。ああ、このまま私をえぐり殺して。
もっと入れて。その穴こそが私の貴いマンコ
なんです」［91］。赤ん坊の性器を見た時も、「割
れ目、よりは裂け目だ。マンコよりは、裂け
目だ…裂けているんだ。私たちは、裂けてい
る」［60-1］と、快楽を得るための性器と苦痛
を与える裂け目が同列に結ばれている。
　身体改造が完成した時、人は何かが変わる
ことを期待する。だが、「刺青が完成して、ス
プリットタンが完成したら、私はその時何を
思うだろう。普通に生活していれば、恐らく
一生変わらないはずの物を、自ら進んで変え
るという事。それは神に背いているとも、自
我を信じているともとれる。私はずっと何も
持たず何も気にせず何も咎めずに生きてきた。
きっと、私の未来にも、刺青にも、スプリッ
トタンにも、意味なんてない」［75］と予感
したとおり、ルイが成長することはない。最
終段階として舌のピアスを外し、「舌先の残っ
た肉をデンタルフロスできつく縛ってみた。
ぎゅっと結ぶと鈍痛が走った。もう残りは五
ミリ程度だったから、このまま切ってしまお
うかと思ったけど、私は眉バサミを手に取り、
デンタルフロスをパチンと切った。デンタル
フロスは弾けるようにほどけ、痛みはすぐに
和らいだ。私はこれを求めていたのだろうか。
この、無様にぽっかりと空いた穴を」［112-3］
と、アマを殺害されたルイの心の空白がその
まま残る。
　首を絞めても苦しい顔をしなくなったルイ
をシバは抱けなくなる。『アンテナ』とは違い、
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監訳（原著1971年、研究社、1976年）．
（６） エーリッヒ・フロム『自由からの逃走』日高
六郎訳（原著1941年、東京創元新社、1965年）13．
（７） ザッヘル=マゾッホ『毛皮を着たヴィーナス』
種村季弘訳（原著1871年、河出文庫、1983年）41．
（８） ジョン・Ｋ・ノイズ『マゾヒズムの発明』岸田秀・
加藤健司訳（原著1997年、青土社、2002年）174．
（９） サタミシュウ『私の奴隷になりなさい』（角川
文庫、2005年）．
（10） デイヴィト・Ｂ・モリス『痛みの文化史』渡
邉勉・鈴木牧彦訳（原著1991年、紀伊國屋書店、
1998年）385．
（11） マルキ・ド・サド『新ジュスティーヌ』澁澤龍
彥訳（原著1797年、河出文庫、1992年）233．
（12） マルキ・ド・サド『ソドム百二十日』澁澤龍
彥訳（原著1785年、河出文庫、1992年）65．
（13） 有末剛『緊縛師Ａ─恍惚と憂鬱の日々』（太田
出版、2008年）20．
（14） 小川洋子『ホテル・アイリス』（幻冬舎文庫、1996年）．
（15） サタミシュウ『ご主人様と呼ばせてください』
（角川文庫、2008年）197．
（16） 永江朗『アダルト系』（ちくま文庫、2001年）118．
（17） 西田健『なぜ＜トラウマ＞は大切なキーワー
ドなのか』（コアラブックス、2006年）123．
（18） 大場正明「『痛みの映画』が闘っている」森直
人編『日本発　映画ゼロ世代─新しいＪムーヴィ
の読み方』（フィルムアート社、2006年）92-99．
（19） 田口ランディ『アンテナ』（原著2000年、新潮
社文庫、2007年）．
（20） 田口ランディ『キュア』（朝日文庫、2010年）．
（21） 金原ひとみ『蛇にピアス』（原著2004年、集英
社文庫、2007年）．
（22） 鷲田清一『ひとはなぜ服を着るのか』（ＮＨＫ
ライブラリー、1998年）13．
（23） 金原ひとみ『アッシュベイビー』（原著2004年、
集英社文庫、2007年）．
（24） 大屋雄裕「ご主人さま選びと奴隷の幸福—マ
ンダレイ、グーグルゾン、ジーヴズ」『ＴＨ27号　
特集奴隷の詩学』55．
れが好きでしょう」と差し出される商品に満
足するとき、それは、あたかも『コレクター』
の無心に蝶を収集するファーディナンドのよ
うに、あるいは地下室に監禁され食事を差し
出されるミランダのように、全知全能のプロ
スペローのごとくふるまうシステムの下、閉
ざされた空間の中の提供された品物で満ち足
りてしまう危険が潜んでいるのだ。
　大屋雄裕はこう警告している。「我々は忠
実で有能な従僕に奉仕され、同時に支配され
ていく。従僕は私の好むだろう品物を差し出
し、我々がそれを享受することによって我々
の嗜好は自己循環的に強化されていくだろう
…それはいわば、快適な自閉なのだ。我々が
主人として、技術に奉仕されているのだろう
か。いや実は、我々の過去が、技術の助けを
借りて我々自身を支配しているとも言える。
我々は我々自身の主人であり、従僕である。
望むべきものをすべて先取りして提供してく
れるこの優しい『ご主人さま』に仕えること
を、我々は選び取ったのだろうか」［56］。そ
うした奴隷制度を我々は生きている。
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龍彥訳（原著1954年、河出書房新社、2004年）．
（５） ヴィンセント・フライマーク、バーナード・ロー
ゼンタール『奴隷制とアメリカ浪漫派』谷口陸男
